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爺
湖
町
で
は
、
毎
年
英
国
青
年

　
　
を
受
入
れ
、
英
会
話
教
室
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、

地
元
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

　
９
月
か
ら
新
し
い
英
国
青
年
フ
レ

デ
ィ
ー
・
セ
ム
プ
ル（
19
歳
）さ
ん
と

デ
ィ
ラ
ン
・
ピ
ュ
ー（
18
歳
）
さ
んが

来
町
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
様
々
な
機
会
で
二
人
と
接
す
る
こ

洞

　
　
た
ち
の
住
ん
で
い
る
こ
の
地
域

　
　
が
、
2
年
前
世
界
の
地
質
遺
産

（
ジ
オ
パ
ー
ク
）
と
し
て
、
世
界
か

ら
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
世
界
で

77
地
域
し
か
登
録
さ
れ
て
い
な
い
中
、

そ
の
一
つ
に
加
え
ら
れ
た
の
で
す
。

　
今
秋
そ
の
国
内
大
会
で
あ
る
第
2

回
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
洞
爺
湖
有
珠
山

大
会
が
、
洞
爺
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
を

メ
イ
ン
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
９
月
29
日
―
10
月
１
日
に
開
か
れ

る
同
大
会
に
は
、
国
内
外
の
ジ
オ
パ

ー
ク
関
係
者
、
地
域
住
民
な
ど
合
わ

せ
て
約
1
0
0
0
人
の
参
加
が
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
じ
た
観

光
地
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
同

大
会
の
開
催
は
、
洞
爺
湖
有
珠
山
ジ

オ
パ
ー
ク
の
訴
求
力
を
高
め
、
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
の
再
審
査
に
向
け
た
整

備
を
加
速
さ
せ
、
地
域
経
済
へ
の
効

果
や
道
内
各
地
へ
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の

広
が
り
も
期
待
で
き
ま
す
。

私

ジ 　
洞
爺
湖
周
辺
地
域
４
市
町
（
伊
達

市
、
洞
爺
湖
町
、
豊
浦
町
、
壮
瞥
町
）

で
構
成
す
る
洞
爺
湖
周
辺
地
域
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
推
進
協
議
会
（
2
0

1
0
年
2
月
、
洞
爺
湖
有
珠
山
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
協
議
会
へ
改
組
）
は
、

「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
登
録
認
証
に
向
け
て
活
動
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
。

　
2
0
0
8
年
10
月
に
世
界
申
請
に

向
け
、
候
補
地
５
地
域
か
ら
３
地
域

に
選
ば
れ
、
2
0
0
9
年
8
月
に
糸

魚
川
、
島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
と
共

に
、
国
内
第
1
号
と
し
て
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、

国
内
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
は
４
地
域

に
増
え
て
い
ま
す
。

 

ジ
オ
パ
ー
ク
の
エ
リ
ア
は
、
４
市

町
の
ほ
か
、
洞
爺
火
砕
流
の
地
質
的

に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
し
て
真
狩
村
と

留
寿
都
村
の
一
部
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
　
オ
パ
ー
ク
の
ジ
オ
は
、
地
球
を

　
　
意
味
し
、
地
球
活
動
の
遺
産
を

皆で楽しんだゆうあいフェスティバル

こ
れ
ま
で
の
取
組
み

ジ
オ
パ
ー
ク
て
何
？

洞爺湖有珠山 ジオパークとツーリズム洞爺湖有珠山 ジオパークとツーリズム洞爺湖有珠山 ジオパークとツーリズム

世界ジオパーク認定

第
２
回
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
洞
爺
湖
有
珠
山
大
会
開
催

第
２
回
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
洞
爺
湖
有
珠
山
大
会
開
催

第
２
回
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
洞
爺
湖
有
珠
山
大
会
開
催

平
成
23
年
9
月
29
日
―
10
月
１
日



洞爺湖有珠山 ジオパークとツーリズム洞爺湖有珠山 ジオパークとツーリズム洞爺湖有珠山 ジオパークとツーリズム

世界ジオパーク認定

日本のジオパー ク
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受
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ど

の
ボ
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テ
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ア
活
動
を
通
し
て
、

地
元
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

　
９
月
か
ら
新
し
い
英
国
青
年
フ
レ

デ
ィ
ー
・
セ
ム
プ
ル（
19
歳
）さ
ん
と

デ
ィ
ラ
ン
・
ピ
ュ
ー（
18
歳
）
さ
んが

来
町
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
様
々
な
機
会
で
二
人
と
接
す
る
こ 主

な
見
所
と
す
る
自
然
の
中
の
公
園

で
す
。

　
2
0
0
4
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
支
援

に
よ
り
「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
が
設
立
さ
れ
、
現
在
中
国

・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
世
界
25
カ

国
77
地
域
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
世
界
遺
産
と
違
い
、
保

全
す
る
だ
け
で
な
く
、
科
学
教
育
、

防
災
教
育
や
観
光
振
興
に
役
立
て
、

地
域
経
済
や
文
化
の
発
展
の
た
め
活

用
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
そ
の
範
囲
は
、
地
形
に
よ
っ
て
つ

く
り
だ
さ
れ
る
景
観
、
貴
重
な
植
物
、

生
態
系
、
ま
た
文
化
、
産
業
な
ど
地

域
に
根
ざ
し
た
も
の
ま
で
広
が
り
ま

す
。

洞

皆で楽しんだゆうあいフェスティバル

　
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
ジ
オ
パ

ー
ク
を
観
光
と
し
て
活
用
し
、
持
続

的
な
地
域
経
済
の
活
性
化
と
地
域
振

興
を
推
進
し
て
行
こ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　
洞
爺
湖
有
珠
山
ジ
オ
パ
ー
ク
の
テ

ー
マ
は「
変
動
す
る
大
地
と
の
共
生
」

で
す
。
数
十
年
に
一
度
の
割
合
で
激

し
い
変
動
を
見
せ
る
洞
爺
湖
・
有
珠

山
地
域
は
、
荒
々
し
い
大
地
の
変
動

を
体
感
す
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な

学
習
の
場
で
す
。

　
火
山
は
、
私
た
ち
に
温
泉
、
農
作

物
、
美
し
い
景
観
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
恵
み
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

洞
爺
湖
周
辺
で
は
、
古
く
か
ら
の
人

と
火
山
の
共
生
の
歴
史
を
見
る
事
が

で
き
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
資
源
を
活
用
し
、「
壮

大
な
景
観
を
眺
め
、
自
然
に
つ
い
て

学
び
、
温
泉
に
つ
か
っ
て
、
地
場
産

の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
堪
能
し
て

も
ら
う
」
と
い
う
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の

考
え
方
を
取
入
れ
た
一
貫
し
た
観
光

へ
の
取
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
新
た
な
ジ
オ
パ
ー

ク
の
発
掘
や
既
存
の
資
源
の
整
備
な

ど
も
必
要
で
す
し
、
な
に
よ
り
リ
ピ

ー
タ
ー
を
飽
き
さ
せ
な
い
仕
掛
け
が

重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
そ
し
て
欠
か
せ
な
い
の
が
、
町
民

全
体
の
盛
り
上
り
で
す
。
郷
土
の
自

然
の
す
ば
ら
し
さ
や
歴
史
を
知
る
と

こ
ろ
な
し
に
、
生
ま
れ
た
所
に
誇
り

を
持
つ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
民

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
ま
ち

の
魅
力
を
自
覚
し
て
は
じ
め
て
、
他

の
人
に
も
そ
の
良
さ
が
伝
わ
る
も
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
ジ
オ
パ
ー
ク
の
存
在
は
、
観

光
資
源
と
し
て
、
経
済
活
動
を
促
進

さ
せ
る
役
割
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
全
活
動
の
推
進
に
よ
り
、
親
か
ら

子
へ
、
子
か
ら
孫
へ
と
地
域
の
宝
が
、

永
遠
に
引
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
可

能
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
秋
の
大
会
は
、
今
後
の
洞
爺
湖
有

珠
山
ジ
オ
パ
ー
ク
を
、
一
層
充
実
さ

せ
て
い
く
絶
好
の
機
会
で
す
。

　
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
や
縄
文
サ
ミ
ッ

ト
な
ど
大
き
な
大
会
を
成
功
さ
せ
た

経
験
を
、
同
大
会
に
も
い
か
し
、
町

民
皆
さ
ん
の
協
力
で
成
功
さ
せ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

ジ
オ
パ
ー
ク
と
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
観
光
）

：世界ジオパーク

洞爺湖有珠山

糸魚川

白滝

アポイ岳

伊豆半島

天草御所浦

山陰海岸

島原半島
南アルプス

（中央構造線エリア）

：日本ジオパーク

室戸

隠岐

恐竜渓谷ふくい勝山

阿蘇

霧島

問
合
せ

洞
爺
湖
有
珠
山
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
協
議
会

　
　

　
　
　
66-

４
２
０
０

　伊達市にある北黄金貝塚や有珠モシリ遺跡、そして有珠湾沿

岸に展開したアイヌ文化など、「環境と文化の調和」を図りな

がら、生活してきた先人に思いをはせ、ジオパークの取組を通

じた地域の魅力について、一緒に考えてみませんか。

■日　時　     月 　  日　18:00～20:00
■場　所　壮瞥町役場地域交流センター山美湖
■参加費　無　料
■申込み　洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会
　　　　　　　　　　　　　　　　66－4200

３２

第2回　日本ジオパーク洞爺湖有珠山大会プレイベント第2回　日本ジオパーク洞爺湖有珠山大会プレイベント

「縄文～ジオパーク･世界遺産としての価値を探る～」

　伊達市にある北黄金貝塚や有珠モシリ遺跡、そして有珠湾
沿岸に展開したアイヌ文化など、「環境と文化の調和」を図
りながら、生活してきた先人に思いをはせ、ジオパークの取
組を通じた地域の魅力について一緒に考えてみませんか。

　伊達市にある北黄金貝塚や有珠モシリ遺跡、そして有珠湾
沿岸に展開したアイヌ文化など、「環境と文化の調和」を図
りながら、生活してきた先人に思いをはせ、ジオパークの取
組を通じた地域の魅力について一緒に考えてみませんか。

講師　伊達市噴火湾文化研究所講師　伊達市噴火湾文化研究所

所長　大  島  直  行 氏所長　大  島  直  行 氏

■日　時　     月 　  日　18:00～20:00
■場　所　壮瞥町役場地域交流センター山美湖
■参加費　無　料
■申込み　洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会
　　　　　　　　　　　　　　　�66－2800

３２
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爺
湖
町
で
は
、
毎
年
英
国
青
年

　
　
を
受
入
れ
、
英
会
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ボ
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皆で楽しんだゆうあいフェスティバル

新公会計制度に基づく
財務４表を作成

新公会計制度に基づく
財務４表を作成

　町の財政状況を表すものとして新たに新公会計制度に基づいて、賃借対照表、行
政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支計算書の財務４表を作成しました。
　今までの決算は単式会計といわれるもので、その年度中にどれだけの収入があり、
それをどのように支出したかという現金の動きがわかりやすい反面、町が整備して
きた道路や建物などの資産や負債の状況、行政サービスを行うために発生したコス
ト情報が不足しているといった弱点もありました。
　財務４表は、今までの決算書などに加えて、町の財政情報を企業会計的な考え方
に基づき別の角度から示すことでこの弱点を補い、よりわかりやすい財政状況の把
握・説明や改善に活用するものです。今月号では、その概要についてお知らせします。
　詳しい内容は、町のホームページに掲載していますので、そちらをご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　  税務財政課・財政健全化推進グループ　�74-3003

　町の財政状況を表すものとして新たに新公会計制度に基づいて、賃借対照表、行
政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支計算書の財務４表を作成しました。
　今までの決算は単式会計といわれるもので、その年度中にどれだけの収入があり、
それをどのように支出したかという現金の動きがわかりやすい反面、町が整備して
きた道路や建物などの資産や負債の状況、行政サービスを行うために発生したコス
ト情報が不足しているといった弱点もありました。
　財務４表は、今までの決算書などに加えて、町の財政情報を企業会計的な考え方
に基づき別の角度から示すことでこの弱点を補い、よりわかりやすい財政状況の把
握・説明や改善に活用するものです。今月号では、その概要についてお知らせします。
　詳しい内容は、町のホームページに掲載していますので、そちらをご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　  税務財政課・財政健全化推進グループ　�74-3003

　年度末時点において町が持っている資産と、その資産をどのような財源（負債・純資産）で賄ってき

たかを表しています。残存価格によって資産価値を表示しています。

特集
平
成
21
年
度
決
算

平
成
21
年
度
決
算

①貸借対照表（バランスシート）

純資産比率　73.1％（＜純資産÷資産＞×100）

　資産のうちどれだけの支払が済んでいるかがわかります。

　この比率が高いほど、今後支払っていかなければならない借金の割合が少ないこと

になるので、財政が健全であるといえます。企業会計の自己資本比率にあたります。

社会資本形成の現代負担率　76.2％（＜純資産÷非金融資産＞×100）

　道路や公園などの公共資産を現代の世代でどれだけ負担したかがわかります。この

比率が高いほど現世代が多く負担し、未来の子どもたちへの負担が少ないといえます。

負債比率　36.8％　（＜負債÷純資産＞×100）

資産合計 843億5000万円

　自己資本に対する借金の割合を表すもので、この比率が低いほど財政状況は健全と

いえます。

　町が保有している現金や

道路・建物、土地などの財

産の内容を金額で表してい

ます。

　

金 融 資 産  34億9000万円

非金融資産 808億6000万円

負債合計 227億1000万円

　道路などを作るために借

りた地方債や職員の退職金

など、将来世代の負担で今

後、返済していく債務です。

流 動 負 債  25億4000万円

非流動負債 201億7000万円

純資産合計 616億4000万円

　資産から負債を差し引い

た、現世代で支払が済んで

いる財産です。－ ＝

貸借対照表で
なにがわかるの？
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爺
湖
町
で
は
、
毎
年
英
国
青
年

　
　
を
受
入
れ
、
英
会
話
教
室
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、

地
元
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

　
９
月
か
ら
新
し
い
英
国
青
年
フ
レ

デ
ィ
ー
・
セ
ム
プ
ル（
19
歳
）さ
ん
と

デ
ィ
ラ
ン
・
ピ
ュ
ー（
18
歳
）
さ
んが

来
町
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
様
々
な
機
会
で
二
人
と
接
す
る
こ

洞

皆で楽しんだゆうあいフェスティバル

　１年間の資金（現金）の流れを性質別に整理したもの

です。現金の出し入れを性質別に区分することで、どの

ような活動に現金を必要としているかを示しています。

期首（20年度末）資金残高

　資産から負債を差し引いた支払を終
えたもの（純資産）の増減の内訳を表
しています。

純資産の増減を要因別に整理しています。

期首（20年度末）純資産残高

　　　　　　　　　　  628億7000万円

 当期変動額　　　　　△12億3000万円

 ・税収･補助金など……112億6000万円

 ・純行政コストへの支出………△75億円

 ・資産形成への支出など…△22億4000万円

 ・固定資産価値の変動…△27億5000万円

期末（21年度末）純資産残高

　　　　　　　　　　　616億4000万円

現世代の負担で純資産が
どれだけ増減したかがわ
かります。

期末（21年度末）資金残高

④資金収支計算書

③純資産変動計算書 ②行政コスト計算書

当期収支　　△１億6000万円

１億4000万円

３億円

20億2000万円

■今後は年度や他団体との比較などにより、町の特徴の把握や健全な財政運営に活用していきます。
◆この財務４表は、町のすべての会計（一般会計・国民健康保険特別会計・老人保健特別会計・介護保険特
　別会計・後期高齢者医療特別会計・公共下水道事業特別会計・簡易水道事業特別会計・水道事業会計）の
　合計で作成しています（単体会計ベース）。

人口一人当たりで見てみると

819・一人当たりの資産………　　　万円（資産÷人口）
　819万円分の財産をもっていることになります。

73・一人当たりの純行政コスト…　　万円（純行政コスト÷人口）
　使用料や手数のほかに行政サービスを行うために73万円を負
　担していることになります。

※平成22年３月31日現在　人口10，298人で算出しています。

220・一人当たりの負債………　　　万円（負債÷人口）
　220万円の借金があることになります。

599・一人当たりの純資産……　　　万円（純資産÷人口）
　819万円分の財産のうち、599万円の支払が済んでいることに
　なります。

－ ＝

＋

問合せ

税務財政課　�74-3003

　経常的な行

政活活動によ

　　　　　　　　　って調達された

　　　　資金を、収支の均衡を図り

　ながら、資産の形成と借金の返済

に充てているといえます。また財務

的収支から新たな借入よりも起債

（借金）の償還（返済）額が大きい

ことから、借金残高が減少している

こともわかります。

資金収支計算書で
なにがわかるの？

基礎的財政収支

　経常的収支と資本的収支の合計で、

行政サービスが、町債などの借金に頼

らないでできているかを表しています。

経常的収支

　毎年度経常的に必要な収入、支出

資本的収支　△１億8000万円
　公共施設の建設や基金への積立など

　資産形成に必要な収入、支出

△21億8000万円

22億円

財務的収支

　地方債の借入や元利償還金など、負

債管理に係る収入、支出

純資産変動計算書で
なにがわかるの？

受益者負担比率　11.0％
（＜経常収益÷総行政コスト＞
×100）

コストに対して受益
者が負担した割合が
わかります。

　１年間に福祉や教育など
の行政サービスを提供する
ために経常的に係るコスト
（費用）と、そのサービスを
受けるための使用料・手数
料などの収入を表していま
す。減価償却費などを含め
たフルコストを把握するこ
とができます。

行政コスト計算書で
なにがわかるの？

経常収益
9億2000万円

純行政コスト
75億円

総行政コスト
84億2000万円

行政サー

ビスを利

用する際

の使用料

や手数料

です。税

金は含ま

れません。

経常的な行政サービスを提供
するために係るコストです。
人にかかるコスト　 17億円
（給与、人件費など）

物にかかるコスト26億3000万円
（光熱水費、維持補修費、減価償却費など）

業務に関連するコスト4億5000万円
（公債利息など）

移転支出的なコスト36億4000万円
（児童手当などの社会保障給付費や団体への補助金など）

総行政コストから

経常収益を差し引

いたものです。使

用料などでは賄え

ていない分を、税

収や補助金などに

よって賄っている

ことになります。
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爺
湖
町
は
平
成
17
年
度
決
算
で
、

　
　
普
通
会
計
に
お
け
る
実
質
公
債

費
比
率
の
３
カ
年
平
均
の
数
値
が
28

・
2
％
と
な
り
、
実
質
公
債
費
比
率

に
よ
る
起
債
許
可
団
体
と
な
り
、
ま

た
、
後
年
度
も
高
い
数
値
が
続
く
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
平
成
19
年

２
月
に
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
は
、

計
画
期
間
内
（
10
年
間
）
の
実
質
公

債
費
比
率
を
推
計
し
、
実
質
公
債
費

比
率
を
18
％
未
満
の
水
準
ま
で
引
き

下
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
計
画
で

す
。

　
本
年
度
は
、
平
成
21
年
度
決
算
に

基
づ
き
計
画
を
見
直
し
、
平
成
22
年

度
以
降
の
比
率
に
つ
い
て
推
計
し
ま

し
た
。

　
普
通
会
計
の
公
債
費
は
、
災
害
関

連
事
業
な
ど
の
起
債
事
業
の
累
積
に

よ
り
平
成
21
年
度
が
償
還
の
ピ
ー
ク

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
公
営
企

業
会
計
を
含
め
た
建
設
（
起
債
）
事

業
の
抑
制
な
ど
に
よ
り
、
公
債
費
の

縮
減
を
図
り
、
実
質
公
債
費
比
率
を

18
％
未
満
の
水
準
に
低
減
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

（１）
既
往
債
の
状
況

　
平
成
19
年
度
に
有
珠
山
噴
火
災
害

に
よ
る
、
砂
防
施
設
整
備
に
伴
う
公

営
住
宅
建
替
移
転
事
業
の
起
債
約
23

億
円
の
元
金
償
還
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
21
年
度
に
は
、
洞
爺
湖
温

泉
公
園
、
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り

整
備
事
業
な
ど
の
起
債
約
９
億
円
の

元
金
償
還
が
始
ま
り
、
平
成
21
年
度

に
そ
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
れ
を
境

に
下
降
し
ま
す
。

（２）
計
画
期
間
中
に
お
け
る
財
政
状
況

　
や
地
方
債
等
の
見
通
し
等

Ⅰ
歳
入
確
保
や
捻
出
方
法

　
現
況
と
し
て
、
ほ
ぼ
横
ば
い
状
況

に
あ
っ
た
地
方
税
が
平
成
21
年
度
に

減
少
し
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は

平
成
17
年
度
以
降
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
の
行
財

政
改
革
な
ど
に
よ
る
見
直
し
に
よ
り

今
後
の
増
額
は
見
込
め
な
い
状
況
に

あ
り
、
歳
入
を
確
保
す
る
た
め
、
町

税
・
税
外
収
入
の
滞
納
整
理
強
化
の

推
進
、
各
公
共
施
設
使
用
料
の
見
直

し
や
受
益
者
負
担
の
適
正
化
な
ど
の

取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

Ⅱ
歳
出
削
減
の
内
容

　
歳
出
の
削
減
に
関
し
て
は
、
以
下

の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
①
特
別
職
報
酬
の
削
減
②
職
員
給

与
、
時
間
外
勤
務
手
当
の
削
減
③
職

員
退
職
に
よ
る
欠
員
の
不
補
充
④
議

員
定
数
の
削
減
⑤
事
務
経
費
の
節
減

（
事
務
用
品
の
節
約
、
事
務
機
器
の

合
理
化
）
⑥
施
設
維
持
管
理
経
費
の

節
減
⑦
町
内
各
種
団
体
の
一
元
化
な

ど
に
よ
る
補
助
金
の
縮
減
⑧
特
別
会

計
に
お
け
る
料
金
改
定
な
ど
に
よ
る

繰
出
金
の
削
減
（
上
下
水
道
料
金
、

国
民
健
康
保
険
税
の
改
定
を
検
討
）

⑨
普
通
建
設
事
業
の
抑
制
（
新
規
事

業
の
抑
制
及
び
継
続
事
業
の
見
直
し

に
よ
る
延
期
な
ど
）

Ⅲ
今
後
の
地
方
債
発
行
等
に
係
る
方

　
針

　
平
成
19
年
度
以
降
の
普
通
建
設
事

業
は
、
継
続
事
業
を
中
心
と
し
、
新

規
事
業
は
緊
急
性
・
必
要
性
を
勘
案

し
な
が
ら
、
実
質
公
債
費
比
率
の
早

期
低
減
化
に
向
け
抑
制
に
取
り
組
み
、

今
後
の
地
方
債
発
行
に
つ
い
て
も
同

様
に
抑
制
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

交
付
税
算
入
措
置
の
あ
る
、
有
利
な

起
債
の
利
用
を
図
り
ま
す
。

Ⅳ
計
画
期
間
中
に
お
け
る
実
質
公
債

　
費
比
率
の
適
正
管
理
の
た
め
の
方

　
策

　
Ⅰ
、
Ⅱ
に
よ
る
財
政
状
況
の
健
全

化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
方
債
の
発

行
を
抑
制
し
実
質
公
債
費
比
率
の
適

正
な
管
理
に
努
め
ま
す
。

Ⅴ
実
質
公
債
費
比
率
の
見
通
し
等

　
今
後
の
実
質
公
債
費
比
率
の
見
通

し
に
つ
い
て
は
、
単
年
度
の
実
質
公

債
費
比
率
は
平
成
20
年
度
を
ピ
ー
ク

に
減
少
し
、
平
成
27
年
度
で
は
16
・

２
％
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
平
成
18
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
に
つ
い
て
、
平
成
21
年
度
決
算
に
基
づ
い
て
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。

　
計
画
は
、
実
質
公
債
費
負
担
の
適
正
な
管
理
の
た
め
の
取
り
組
み
を
計
画
的
に
行
う
た
め
の
も
の
で
、
平
成
18
年
度
か

ら
平
成
27
年
度
ま
で
の
10
年
間
で
、
早
期
是
正
措
置
の
対
象
と
な
る
18
％
未
満
に
低
減
す
る
も
の
で
す
。

　
平
成
21
年
度
決
算
で
は
、
歳
出
削
減
な
ど
に
よ
る
財
源
確
保
で
、
公
債
費
の
繰
上
償
還
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
同

時
に
地
方
交
付
税
の
増
額
も
あ
っ
て
、
昨
年
度
計
画
値
よ
り
実
質
公
債
費
比
率
の
低
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
後
も
財
政
健
全
化
に
向
け
、
取
組
み
を
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
は
、
変
わ
っ
て
は
い
ま

せ
ん
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

洞

皆で楽しんだゆうあいフェスティバル

公債費負担適正化計画
着実に進行!着実に進行!着実に進行!

実質公債費比率18％未満へ低減実質公債費比率18％未満へ低減実質公債費比率18％未満へ低減

公
債
費
負
担
適
正
化

計
画
の
概
要

財
政
状
況
の
見
直
し
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実質公債費比率の将来推計（平成22年度改訂）

申告期間は２月16日（水）～３月15日（火）までです

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

Ｈ.18Ｈ.19Ｈ.20Ｈ.21Ｈ.22Ｈ.23Ｈ.24Ｈ.25Ｈ.26Ｈ.27

単　年　度

３カ年平均

実質公債費比率の
見込み（単年度）

実質公債費比率の
見込み（３カ年平均）

実質公債費比率の
見込み（単年度）

実質公債費比率の
見込み（３カ年平均）

計画策定年度

（平成18年度）

第２年度

（平成19年度）

第３年度

（平成20年度）

第８年度

（平成25年度）

第９年度

（平成26年度）

第10年度

（平成27年度）

第４年度

（平成21年度）

第５年度

（平成22年度）

第６年度

（平成23年度）

第７年度

（平成24年度）

29.5% 

30.0% 

30.1% 

24.9% 

26.5% 

23.7% 

21.6%

■申告の必要な方

�平成23年１月１日現在洞爺湖町に在

　住し、平成22年中に所得（給与・年

　金等・営業・不動産・配当・利子な

　ど）があった方

�給与所得者で、退職などにより事業

　所などで年末調整を受けていない方

�２カ所以上（例　給与と年金など）

　から収入のある方

�収入がなくても、洞爺湖町の国民健

　康保険（後期高齢者医療）に加入し

　ている方

�各種の税証明（課税・非課税・所得

　証明）が必要な方

■申告に持参するもの

　平成22年１月１日～12月31日まで

の収入及び必要経費を証明する書類

（帳簿類・源泉徴収票など）、印鑑、

社会保険料（国民健康保険税など）の

領収書、国民年金の支払証明書、生命

保険料などの証明書、地震保険料（長

期損害保険料）の控除証明書

28.5% 

29.9% 

29.8% 

28.3% 

27.1% 

25.0% 

23.9%

19.2% 

17.9% 

16.2%

21.5% 

19.5% 

17.7%

平
成
23
年
度
　
町
・
道
民
税
の
申
告
相
談
及
び

　
　
平
成
22
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
相
談
会

確定申告相談会
■開催日時　３月４日（金）

　　　　　　10：00～正午
　　　　　　13：00～16：00まで

■会　　場　洞爺湖温泉支所会議室

夜間の確定申告相談会

■日　　時　２月23日（水）・24日（木）･

　　　　　　25日（金）／３月９日（水）･

　　　　　　10日（木）・11日（金）

　　　　　　17：30～20：30まで

■会　　場　洞爺湖町役場

　　　　　　税務財政課窓口

問合せ

洞爺湖町役場税務財政課税務グループ
　　　　　　　  　　　　　74-3003
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とうや小学校で旬の味カレンダー作成
地場産品の活用で健康づくり

美味い物コンテスト
洞爺高生の「洞爺まん」が最優秀賞

第

ウイメンズ洞爺湖「編み物教室」開催
手編みのベスト作りに挑戦

縁起物の年明けうどん作り教室
財田自然体験ハウスで開く

１　　月８日、　財田自然体験ハウスで、年明けうどん作り
　　教室が開かれ、新年を手づくりうどんで祝いました。

　年明けうどんは、2009年から「紅白のうどんを食べて幸

せに」と香川県内の製麺団体などで組織するさぬきうどん

振興協議会が、「年越しそば」にあやかって実施している

ものです。

　当日は、夫婦、親子づれなど約10人が参加して、同セン

ターの鈴木利典さんの指導で、水合わせから始まって、ね

かせ、きる、ゆでるまでの全工程を２時間ほどかけて行い

ました。

　最後に、

お正月らし

く松竹梅の

絵柄入りの

かまぼこを

トッピング

して、おい

しく試食し

ました。

　　７回洞爺美味い物コ

　　ンテスト（ピュアフ

ーズとうや主催）が１月

25日洞爺総合センターで

開かれ、洞爺高校生によ

る「セロリと長いもの洞

爺まん」が最優秀賞を獲

得し、昨年に続き洞爺高

チームが２連覇を飾りま

した。

　今回は、地場産品のシソや大根、きゅうりなどを使った

漬物やセロリのシュークリーム、スィートポテトなど34点

が出品されました。

　そのほかの受賞者はつぎのとおり。

�優秀賞　長芋の鉄砲漬（大西マサ子さん）�準優秀賞　

鶴の子大豆のラー油漬（田林柳子さん）・そばかりんとう

（木須ゆり子さん）

　　月22日「編み物教室」（主催ウイメンズ洞爺湖=青木

　　佐智子会長）が文化交流センターで開かれました。

　同教室は冬の恒例行事で、今回は、１月29日、２月３日

の３回シリーズで開催。

　かぎ針網でのベスト作りやそれに合わせるネックレス作

りに挑戦しました。

　当日は、

約35人が

参加して、

わきあい

あいの雰

囲気の中

で作品を

作り上げ

ていきま

した。

文
　　科省の平成22年度食育推進実践中心校に指定されたと

　　うや小学校（傳法満校長）では、このほど野菜の収穫

時期をまとめた「旬の味カレンダー」を作成し、町内に全

戸配布しました。

　同校では、地場産の野菜を給食に取り入れるだけでなく、

児童自ら校舎内の敷地で野菜を栽培。生産者との交流授業

や専門家を招いての食の講演会などを実施し、学校だけで

なく地域全体で食の問題を考えてきました。

　同カレンダーは、Ｂ４の

サイズで、１月から12月ま

で、月ごとに地域でとれる

代表的な野菜を明記し、そ

の野菜を使った料理のレシ

ピも掲載しています。

　藤川栄養教諭は「保護者

や地域住民にも食の大切さ

を知ってもらい、町ぐるみ

の取組にしていきたい」と

作成の狙いを話してくれま

した。

手編みのベスト作りに挑戦する参加者ら手編みのベスト作りに挑戦する参加者ら

手打ちうどん作りに励む親子づれ手打ちうどん作りに励む親子づれ

最優秀賞を受取る洞爺高生最優秀賞を受取る洞爺高生

できあがった「旬の味カレンダー」できあがった「旬の味カレンダー」

１



　　内出身で伊達市在住の岸さちこさんが、昨年の第27回

　　読売書法展で初の特選に輝いた作品を、子どもたちへ

の学習指導を行っているボランティア団体「寺子屋まなび

たいむ」（福島良一代表）に寄贈しました。

　岸さんは、福島代表の寺子屋活動に賛同し、「少しでも

役立つことなら」と寄贈を決めました。

　作品は、本人の思い入れがある童謡「浜千鳥」の歌詞を

調和体で記したものです。

　作品は、寺子屋として使用しているＪＲ洞爺駅交流セン

ター内の集会室に飾られています。

9

室蘭の女子サッカーチーム全道初優勝、全国へ
メンバーに虻中１年生２人参加

町

鳥獣被害防止対策研修会
効果的な対策方法を探る

洞爺湖リトルシニア　東北大会への出場決定
真屋町長に意気込みを語る

第27回読売書法展特選作品
町内出身の岸さん寺子屋に寄贈

町

町
　　内の硬式野球チーム「洞爺湖リトルシニア」が、37回

　　秋季全道大会兼第27回麻生自動車学校杯決勝トーナメ

ントで、ベスト８に入り、３月に秋田県で開かれるＤＯＭ

Ｅ　ＣＵＰトーナメント2011に出場することになりました。

　12月24日は、メンバーが役場を訪問し、真屋町長に全道

大会の報告と東北大会に向けての意気込みを語りました。

　真屋町長は「北海道魂で、がんばってください」と激励。

主将の真柳航平くん（伊達光陵中２年）が「東北チームに

負けないで優勝を目指します」と力強く語りました。

　　月28日洞爺湖町鳥獣被害防止対策研修会（主催同協議

　　会＝会長・吉田茂副町長）が、町農業研修センター「ア

グリ館・とれた」で開かれ、約50人が参加しました。

　研修会では、同協議会が作成した「鳥獣害対策実践マニ

ュアル」を基にして、同マニュアルを監修した酪農学園大

学の伊吾田宏正講師が、その内容を講習。

　引き続き胆振総合振興局の職員による狩猟免許出前教室

が開かれ、鳥獣保護や狩猟に関する法律の解説や、同試験

に向けての受験方法について説明がなされました。

12

　　内の

　　女子

中学生が

加入して

いる室蘭

の女子サ

ッカーチ

ーム「室

蘭アイスバーズ」が、第2回全道女子（Ｕ－15）フットサ

ル大会兼第1回全日本ユース（Ｕ－15）フットサル大会北

海道予選で初優勝し、全国大会の切符をつかみました。

　12月21日には、虻中１年の森元真子さんと秦野風香さん

が役場を訪れ、真屋町長に全道大会の報告と全国大会への

意気込みを語りました。

　なお、１月９日、10日の岐阜市で開かれた全国大会では、

予選リーグ２試合とも２対３で惜しくも敗退しました。

寄贈した寺子屋の子ども達に囲まれ、やさしく微笑む岸さん（中央）寄贈した寺子屋の子ども達に囲まれ、やさしく微笑む岸さん（中央）

真剣な表情で被害防止対策について聞く参加者ら真剣な表情で被害防止対策について聞く参加者ら

大会の報告をする秦野風香さん（左）と森元真子さん大会の報告をする秦野風香さん（左）と森元真子さん

大会の報告に真屋町長を訪れた洞爺湖リトルシニアのメンバー大会の報告に真屋町長を訪れた洞爺湖リトルシニアのメンバー
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爺
湖
町
で
は
、
毎
年
英
国
青
年

　
　
を
受
入
れ
、
英
会
話
教
室
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、

地
元
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

　
９
月
か
ら
新
し
い
英
国
青
年
フ
レ

デ
ィ
ー
・
セ
ム
プ
ル（
19
歳
）さ
ん
と

デ
ィ
ラ
ン
・
ピ
ュ
ー（
18
歳
）
さ
んが

来
町
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
様
々
な
機
会
で
二
人
と
接
す
る
こ

洞　
　
本
政
府
の
T
P
P
（
環
太
平
洋

　
　
経
済
連
携
協
定
）
参
加
表
明
が
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
盛
ん
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
参
加
し

な
い
と
世
界
の
孤
児
に
な
る
」「
国
を

開
き
、
日
本
経
済
を
活
性
化
す
る
」

な
ど
の
理
由
で
参
加
を
支
持
す
る
意

見
が
あ
る
一
方
、
地
方
議
会
や
農
業

団
体
な
ど
は
「
関
税
の
撤
廃
で
、
農

業
が
大
き
な
被
害
を
こ
う
む
る
」「
地

域
の
経
済
が
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け

る
」
な
ど
同
交
渉
へ
の
参
加
に
反
対

す
る
意
見
も
大
き
な
声
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
洞
爺
湖
町
議
会
に
お
い
て
も
T
P

P
へ
の
参
加
取
り
や
め
の
意
見
書
を

採
択
し
、
政
府
関
係
な
ど
に
意
見
書

を
提
出
し
て
い
ま
す
。

　
T
P
P
と
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
を
中
心
と
し
た
貿
易
の
連
携
協
定

で
、
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
の
農
産
物

輸
出
国
を
含
め
た
９
カ
国
で
、
現
在

交
渉
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
同
協
定
で
は
、
交
渉
締
結
時
に
貿

易
総
額
の
90
％
の
関
税
を
撤
廃
し
、

残
り
の
10
％
も
10
年
程
度
で
段
階
的

に
撤
廃
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
除
外
・
例
外
品
目
を
設
け

な
い
関
税
撤
廃
を
原
則
と
し
て
い
て
、

こ
れ
ま
で
日
本
が
締
結
し
て
き
た
E

P
A
（
経
済
連
携
協
定
）
と
は
ま
っ

た
く
異
な
る
も
の
で
す
。

　
E
P
A
は
物
や
サ
ー
ビ
ス
の
流
通
、

人
の
移
動
、
知
的
財
産
権
の
保
護
、

投
資
、
競
争
政
策
な
ど
様
々
な
協
力

や
幅
広
い
分
野
で
、
両
国
ま
た
は
地

域
間
で
の
親
密
な
関
係
強
化
を
目
指

す
協
定
で
す
が
、
交
渉
締
結
時
に
貿

易
総
額
の
90
％
の
関
税
を
撤
廃
し
、

残
り
10
％
の
重
要
品
目
を
除
外
・
例

外
扱
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
除
外
・
例
外
の
中
に
、
米
や
麦
、

で
ん
粉
、
砂
糖
、
牛
肉
、
乳
製
品
な

ど
日
本
の
食
糧
確
保
の
観
点
か
ら
の

重
要
品
目
、
ま
た
北
海
道
農
業
に
大

き
く
影
響
す
る
品
目
が
入
っ
て
い
た

た
め
、
こ
れ
に
よ
り
農
産
物
を
保
護

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
T
P
P
に
参
加
し
、
原
則
と
し
て

1
0
0
％
関
税
を
撤
廃
さ
れ
た
場
合
、

特
に
国
内
の
農
業
・
漁
業
は
安
い
農

水
産
物
な
ど
が
輸
入
さ
れ
る
た
め
、

農
漁
業
経
営
が
成
り
立
た
な
く
な
り
、

農
林
水
産
物
な
ら
び
に
流
通
等
の
関

連
産
業
に
壊
滅
的
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
地
域
社

会
は
衰
退
し
、
私
た
ち
が
毎
日
必
要

と
す
る
食
料
を
海
外
に
依
存
す
る
こ

と
で
、
食
の
安
全
性
に
も
不
安
が
生

じ
ま
す
。

　
安
い
輸
入
品
が
買
え
る
と
喜
ん
で

ば
か
り
で
は
い
ら
れ
な
い
状
況
と
な

っ
て
き
ま
す
。

　
更
に
食
料
自
給
率
は
当
然
低
下
す

る
こ
と
と
な
り
、
他
国
の
情
勢
に
よ

っ
て
は
食
料
の
確
保
が
困
難
と
な
る

事
態
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
政
府
は
、
T
P
P
参
加
に
よ
る
貿

易
自
由
化
推
進
で
農
業
へ
の
打
撃
が

避
け
ら
れ
な
い
た
め
、
持
続
可
能
な

力
強
い
農
業
を
育
て
る
農
業
対
策
の

基
本
方
針
を
、
今
年
６
月
を
目
途
に

決
定
し
、
経
済
連
携
の
推
進
と
食
糧

需
給
率
向
上
や
農
業
・
農
村
の
振
興

を
両
立
さ
せ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
具
体
策
や
財
源
の
め
ど

が
立
た
な
い
中
で
は
、
不
信
感
が
強

ま
る
だ
け
で
す
。
す
で
に
日
本
は
、

食
糧
の
６
割
を
海
外
に
頼
る
世
界
最

大
の
食
料
輸
入
国
で
す
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
わ
が
国
は
自

動
車
や
家
電
産
業
な
ど
輸
出
産
業
が

日
本
の
景
気
の
動
向
を
大
き
く
左
右

す
る
輸
出
国
で
あ
り
、
貿
易
を
基
本

と
し
た
経
済
の
重
要
性
は
十
分
理
解

で
き
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

こ
れ
ま
で
政
府
が
推
進
し
て
き
た
E

P
A
を
は
じ
め
と
す
る
貿
易
交
渉
に

異
を
唱
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
地
域
経
済
・
社
会
の
崩
壊
を
招

く
お
そ
れ
の
強
い
T
P
P
参
加
に
賛

成
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
特
に
、
食
料
安
全
保
障
の
根
幹
で

あ
る
国
内
農
業
、
漁
業
を
犠
牲
に
し

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日

年金事務相談所
開設のご案内

太陽光パネルの話を聞く５年生

TPPへの参加と農業への影響TPPへの参加と農業への影響TPPへの参加と農業への影響
―日本経済の活性化をもたらすのかー―日本経済の活性化をもたらすのかー

産業課　74－3005産業課　74－3005

時評時評

選挙管理委員会からのお知らせ

洞爺湖町議会議員選挙に係る立候補予定者
事前説明会を次のとおり開催します

　４月24日（日）は、洞爺湖町議会議員選挙の投票
日です。忘れずに投票しましょう。
　なお、今回の選挙も虻田選挙区（定数11）と洞爺
選挙区（定数３）に分けて行います。選挙期日など
は次のとおりです。
■選挙期日　平成23年４月24日
■告 示 日　平成23年４月19日
■住所要件　平成23年１月18日以前に転入をした
　方で、引き続き３月以上居住している方
■年齢要件　平成３年４月25日以前に出生した方
■町内転居　平成23年４月６日現在に住所を有し
　ている選挙区で投票できます。

■月　　日　平成23年３月18日（金）
■時　　間　午後３時00分から
■場　　所　洞爺湖町役場防災研修ホール
※説明会は、虻田選挙区と洞爺選挙区の合同で行います。な
　お、説明会への入場人数は、会場の都合もあり、１候補者
　２名までとし、資料などの配布は１候補者、１部とします。



ワクチンの種類・対象者と回数

11

　
「
友
達
が
い
な
い
…
」
「
ひ
と
り

で
の
参
加
が
ち
ょ
っ
と
心
細
い
…
」

と
い
う
方
で
も
大
丈
夫
。
気
軽
に
参

加
し
て
、
仲
間
の
輪
を
広
げ
て
み
ま

せ
ん
か
。
初
め
て
の
参
加
、
大
歓
迎

で
す
。

　
な
お
、
健
康
の
た
め
に
徒
歩
に
よ

る
参
加
を
お
勧
め
し
ま
す
が
、
自
力

で
参
加
で
き
な
い
方
に
は
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
の
送
迎
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
開
　
催
　
５
月
か
ら
11
月
ま
で
の

　
毎
週
水
曜
日
、
午
前
10
時
か
ら
午

　
後
１
時
頃
ま
で
（
参
加
者
は
隔
週

　
の
利
用
に
な
り
ま
す
）

■
会
　
場
　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ

　
わ
や
か

■
参
加
費
　
１
回
2
0
0
円
（
昼
食

　
の
材
料
代
）

■
対
象
者
　
町
内
に
お
住
ま
い
の
独

　
り
暮
ら
し
の
方
で
次
の
年
齢
の
方

　
が
対
象
で
す
。

　
・
男
性
　
昭
和
16
年
3
月
31
日
ま

　
で（
70
歳
以
上
）／
・
女
性
　
昭
和

　
11
年
３
月
31
日
ま
で（
75
歳
以
上
）

　
　
な
お
、
家
族
と
同
居
で
あ
っ
て

　
も
参
加
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
　
３
月
31
日
ま
で
に
、
洞

　
爺
湖
社
会
福
祉
協
議
会
（
健
康
福

　
祉
セ
ン
タ
ー
内
　
76-

4
3
6
3
）

◆
注
意
　
洞
爺
地
区
は
通
年
開
催
し

　
て
お
り
、
対
象
者
に
は
別
途
、
個

　
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
参
加
申

　
込
み
の
詳
細
は
、
社
協
洞
爺
支
所

　（
洞
爺
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
内
　
82-

　
5
1
8
5
）へ
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
爺
湖
町
で
は
、
毎
年
英
国
青
年

　
　
を
受
入
れ
、
英
会
話
教
室
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、

地
元
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

　
９
月
か
ら
新
し
い
英
国
青
年
フ
レ

デ
ィ
ー
・
セ
ム
プ
ル（
19
歳
）さ
ん
と

デ
ィ
ラ
ン
・
ピ
ュ
ー（
18
歳
）
さ
んが

来
町
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
様
々
な
機
会
で
二
人
と
接
す
る
こ

洞

　
　
爺
湖
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

　
　
ふ
れ
あ
い
交
流
会
の
平
成
23
年

度
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
ふ
れ
あ
い
交
流
会
は
、
町
内
に
居

住
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
を

対
象
に
、
高
齢
者
同
士
の
交
流
の
促

進
を
図
り
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ

る
暮
ら
し
を
願
い
、
虻
田
・
洞
爺
地

区
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
交
流
会
で
は
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
の
協
力
を
得
て
、
簡
単
な
ゲ
ー
ム

や
軽
い
体
操
な
ど
に
取
組
み
、
昼
に

は
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
皆
さ
ん
の
手
づ

く
り
の
昼
食
を
味
わ
い
な
が
ら
、
お

互
い
の
近
況
を
語
り
合
う
な
ど
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

洞

昨年のふれあい交流会昨年のふれあい交流会

虻田地区ボランティアを
募集しています

　洞爺湖町福祉協議会では、「ふ

れあい交流会」をサポートして

いただけるボランティアを募集

しています。ひとり暮らしの高

齢者の皆さんが楽しく参加でき

るよう、送迎や食事の支度など

お手伝いをしていただけません

か。

　詳しくは、洞爺湖町社会福祉

協議会（　76-4363）へ連絡お願

いいたします。

メール
toyako-sha.abuta@jupiter.ocn.ne.jp

ふ
れ
あ
い
交
流
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

子宮頚がん・ヒブ・小児肺炎球菌ワクチン予防接種のお知らせ子宮頚がん・ヒブ・小児肺炎球菌ワクチン予防接種のお知らせ

■子宮頚がんワクチン

　ヒトパピローマウイルス感染による子宮頚がんを予防します。

　対象は、中学１年生～高校１年生の女子。１回目の１カ月後

に２回目、６カ月後に３回目接種。高校１年生は、22年度中に

１回か２回目を接種すると23年度に残りの回数を接種できます。

■ヒブワクチン・小児肺炎球菌ワクチン

　ヒブ（Hib）「インフルエンザ菌ｂ型」と肺炎球菌による重症感

染症である「細菌性髄膜炎」などを予防します。「細菌性髄膜

炎」にかかると、死に至ったり後遺症が残ることがあります。

対象は、３カ月～4歳。月齢により接種回数が異なるため個人

通知でお知らせしています。

接種料金　無料

　２月より町内各医療機関で、希望者を対象に子宮頚がん・

ヒブ・肺炎球菌ワクチンの予防接種を実施します。

■実施機関

完全予約制のため、事前に医療機関に問合わせください。
詳しくは、個人通知の案内で確認ください。（※は予約なし）

問合せ先　洞爺湖町健康福祉センター　76-4006

電話番号 接種できるワクチン

子宮頚がんワクチンのみ実施

子宮頚がんワクチンのみ実施

ヒブと小児用肺炎球菌ワクチンのみ

医療機関名

石田内科胃腸科

洞爺協会病院

洞爺ファミリークリニック

峰村内科クリニック

洞爺温泉病院

インター通り小児科

76-3838

74-2555

76-3239

76-1515

87-2311

21-3366

子宮頚がんワクチン
ヒブと小児用肺炎球菌ワクチン
子宮頚がんワクチン
ヒブと小児用肺炎球菌ワクチン
子宮頚がんワクチン
ヒブと小児用肺炎球菌ワクチン

◆すでに接種している方は、接種料金
　が還付できる場合がありますので、
　問合せください。

※



そ
ら
に
舞
ひ
み
づ
に
浮
き
寝
も
花
と
な
る

　
　
　
　
白
鳥
つ
よ
き
翼
を
持
て
り
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
　
塚
　
瑛
　
子

遥
か
な
る
女
の
面
影
顕
た
す
が
に

　
　
　
　
都
忘
れ
の
花
の
む
ら
さ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
木
　
　
　
孝

わ
が
い
の
ち
測
る
こ
と
な
く
過
ぎ
去
り
て

　
　
　
　
老
い
て
時
世
の
新
春
に
至
れ
り
　
　
　
　
　
　
大
　
西
　
芳
　
子

新
春
も
ひ
と
夜
明
け
れ
ば
子
等
帰
り
　

　
　
　
　
常
に
も
ど
り
て
刻
は
流
る
る
　
　
　
　
　
　
　
北
　
島
　
加
　
代

熱
燗
に
す
ぎ
ゆ
く
歳
を
肴
と
し

　
　
　
　
除
夜
の
鐘
き
き
一
本
ふ
や
す
　
　
　
　
　
　
　
太
　
田
　
　
　
智

年
齢
ふ
や
せ
ば
帯
結
び
に
も
準
備
に
も

　
　
　
　
時
間
か
借
り
ぬ
初
釜
の
朝
　
　
　
　
　
　
　
　
元
　
田
　
フ
ジ
子

雨
音
は
や
さ
し
冬
至
の
椀
ぬ
く
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
那
　
須
　
伶
　
子

初
売
り
に
煎
じ
薬
り
を
爺
と
婆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
　
　
勇

初
売
や
馴
染
み
の
薄
き
新
店
舗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
敏
　
子

縄
文
の
甕
で
て
枯
野
賑
は
へ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
村
　
育
　
子

生
姜
湯
吹
け
ば
母
似
の
皺
笑
ま
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
知
　
子

雪
の
街
建
売
り
物
件
目
立
ち
お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
瓶
　
　
　
修

わ
た
し
の
う
た

12

か
め

に
ぎ

し
わ

え

ひ
と

は

る

と

し

　
　
爺
湖
町
で
は
、
毎
年
英
国
青
年

　
　
を
受
入
れ
、
英
会
話
教
室
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、

地
元
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

　
９
月
か
ら
新
し
い
英
国
青
年
フ
レ

デ
ィ
ー
・
セ
ム
プ
ル（
19
歳
）さ
ん
と

デ
ィ
ラ
ン
・
ピ
ュ
ー（
18
歳
）
さ
んが

来
町
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
様
々
な
機
会
で
二
人
と
接
す
る
こ

洞

俳
　
句

【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】

【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
一
月
定
例
歌
会
よ
り

一
月
定
例
句
会
よ
り

短
　
歌

…そこが知りたい

年金年金

住民課戸籍年金係　74-3002

室
蘭
年
金
事
務
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

伊
達
市
で
の
相
談
会
に

　
　
　
　
　
予
約
制
導
入

　
　
頃
か
ら
年
金
制
度
に
ご
理
解
を

　
　
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

�
0
1
4
3
‐
50
‐
1
0
0
4
へ
。

　
室
蘭
年
金
事
務
所
で
は
、
従
来
か

ら
伊
達
市
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
伊

達
市
に
お
い
て
社
会
保
険
出
張
相
談

を
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
少
子

高
齢
化
や
年
金
記
録
問
題
な
ど
年
金

に
対
す
る
お
客
様
の
関
心
が
高
ま
る

な
か
、
ご
来
訪
さ
れ
る
お
客
様
の
増

加
に
伴
い
待
ち
時
間
が
長
期
化
し
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
少
し
で
も
年
金
相
談
に

か
か
る
待
ち
時
間
を
短
く
し
、
お
客

様
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
、
平

成
23
年
４
月
以
降
に
伊
達
市
で
実
施

す
る
社
会
保
険
出
張
相
談
か
ら
、「
お

電
話
に
よ
る
完
全
予
約
制
」
を
導
入

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
お
客
様
に
は

事
前
に
予
約
の
お
電
話
を
お
願
い
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
と

も
お
客
様
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒

ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
23
年
４
月
以
降
の
社

会
保
険
出
張
相
談
所
開
設
日
程
及
び

電
話
予
約
の
受
付
に
つ
い
て
は
、
次

の
電
話
番
号
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合

せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
予
約
制
の
導
入
後
は
、「
ご
予
約
な

し
」
で
社
会
保
険
出
張
相
談
に
ご
来

訪
い
た
だ
い
て
も
、
ご
希
望
に
添
え

な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
容

赦
願
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
室
蘭

年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室
　
0
1

4
3-

50-

1
0
0
4
へ
。

日

年金事務相談所
開設のご案内

　洞爺湖町では、予約制の導入は

行っておりませんので、従来通り

ご来場ください。

■日　時　３月29日（火）
　　　　　10：30～15：30

　　　　※国民年金手帳などをご

　　　　　持参ください。

■場　所　洞爺湖町役場３０２号

　　　　　会議室

■問合せ　住民課住民・戸籍年金

　　　　　グループ

　　　　　　　　（　74-3002）

太陽光パネルの話を聞く５年生

年金事務相談所
開設のご案内
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成
23
年
１
月
５
日（
水
）、
洞
爺

　
　
湖
消
防
団
（
寺
島
勉
団
長
）
の

出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に

先
立
ち
本
町
・
温
泉
・
洞
爺
の
３
地

区
で
、
無
火
災
・
無
災
害
を
願
っ
て
、

消
防
車
両
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
が
実
施

さ
れ
、
町
民
に
火
災
予
防
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
パ
レ
ー
ド
修
了
後
に
洞
爺
湖
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
式
典
に
は
、

多
数
の
来
賓
方
の
参
加
を
得
て
、
永

年
に
わ
た
る
消
防
団
活
動
に
功
績
の

あ
っ
た
団
員
へ
表
彰
状
の
授
与
や
、

郷
土
防
災
の
た
め
会
社
を
あ
げ
て
消

防
業
務
、
消
防
団
活
動
に
対
し
て
ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
事
業
所
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
各
位
か
ら
は
、
日
頃
の
消
防

活
動
に
対
す
る
感
謝
と
賞
賛
の
言
葉

が
あ
り
、
出
席
し
た
消
防
職
・
団
員

は
『
無
火
災
の
町
』
へ
の
決
意
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
消
防
出
初
式
の
表
彰
者

な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）

■
北
海
道
知
事
表
彰

▼
20
年
勤
続
表
彰

　
部
長
　
福
原
博
文
/
団
員
　
島
村

　
昌
勝
/
団
員
　
木
谷
和
久

▼
10
年
勤
続
表
彰

　
団
員
　
福
島
正
和

■
北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

▼
特
別
功
績
章

　
副
分
団
長
　
奥
山
耕
一

▼
30
年
勤
続
表
彰

　
班
長
　
柴
口
和
孝

▼
20
年
勤
続
表
彰

　
団
員
　
木
谷
和
久
/
団
員
　
小
山

　
忠

▼
10
年
勤
続
表
彰

　
団
員
　
小
林
進
市

■
西
胆
振
消
防
組
合
管
理
者
表
彰

▼
30
年
勤
続
表
彰

　
副
団
長
　
荒
　
哲
雄
/
副
分
団
長

　
菊
池
新
市
/
班
　
長
　
柴
口
和
孝

▼
20
年
勤
続
表
彰

　
団
員
　
木
谷
和
久
/
団
員
　
小
山

　
忠

■
洞
爺
湖
町
長
表
彰

▼
20
年
勤
続
感
謝
状

　
団
員
　
木
谷
和
久
/
団
員
　
小
山

　
忠

■
西
胆
振
消
防
組
合
消
防
本
部
　
消

防
長
表
彰
　
消
防
協
力
事
業
所
表
彰

　
有
限
会
社
　
柴
口
石
材

以
上
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
あ
り
、

今
後
、
高
齢
化
社
会
が
急
速
に
進
展

し
て
い
く
こ
と
に
伴
い
、
さ
ら
な
る

増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
焼
死
事
故
を
無
く
す
た
め
に
、
警

報
音
や
音
声
で
火
災
の
発
生
を
知
ら

せ
る
住
宅
用
火
災
報
知
器
の
設
置
は
、

既
に
設
置
義
務
と
な
っ
て
い
る
新
築

住
宅
を
含
め
、
既
存
住
宅
の
設
置
期

限
が
５
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
昨
年
、
洞
爺
湖
町
内
の

全
世
帯
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
設

置
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
で
は
、
普
及
率
は
約
46
％
と
な
っ

て
お
り
、
ま
だ
半
数
以
上
の
世
帯
が

未
設
置
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
あ
な
た
の
大
切
な
家
族
や
財
産
を

守
る
た
め
に
も
、
期
限
ま
で
の
設
置

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
用
火
災
報
知
器
に
関

す
る
ご
質
問
や
問
合
せ
、
説
明
会
な

ど
の
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
洞
爺
湖
消
防
署
（
　
76-

2
1

1
9
）・
温
泉
分
署
（
　
73-

1
1
1

9
）・
洞
爺
分
署
（
　
87-

2
1
1
9
）

へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
『
消
火
栓
』
や
『
防
火

水
槽
』
を
ご
存
知
で
す
か
？
こ
れ
ら

の
消
防
水
利
は
、
住
宅
火
災
な
ど
の

際
、
消
化
活
動
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
大
切
な
施
設
で
、
火
災
発
生

時
に
は
消
火
に
必
要
な
水
を
消
防
隊

に
供
給
す
る
も
の
で
す
。

　
消
防
水
利
に
つ
い
て
は
、
消
防
署

に
て
定
期
的
に
除
雪
や
点
検
を
行
い
、

い
つ
、
ど
こ
で
火
災
が
発
生
し
て
も

直
ち
に
対
応
で
き
る
体
制
を
と
っ
て

い
ま
す
が
、
『
消
火
栓
』
や
『
消
防

水
槽
』
付
近
へ
の
駐
車
車
両
が
火
災

時
の
消
火
活
動
に
障
害
と
な
る
ケ
ー

ス
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
雪
に
よ
り
道
幅
が
狭
く
な
る
こ
の

季
節
、
一
刻
を
争
う
消
防
活
動
に
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
消
防
水
利
付
近
住
民
の
方

々
に
は
、
大
変
お
忙
し
い
中
、
消
防

水
利
の
除
雪
に
ご
協
力
を
頂
き
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
近
年
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
が

増
加
し
て
お
り
、
死
に
至
っ
た
原
因

と
し
て
、
特
に
就
寝
時
に
発
生
し
た

火
災
に
よ
る
『
逃
げ
遅
れ
』
の
割
合

が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
住
宅
で
の
火
災
の
死
者
の
半
数

平 　
　
爺
湖
町
で
は
、
毎
年
英
国
青
年

　
　
を
受
入
れ
、
英
会
話
教
室
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、

地
元
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

　
９
月
か
ら
新
し
い
英
国
青
年
フ
レ

デ
ィ
ー
・
セ
ム
プ
ル（
19
歳
）さ
ん
と

デ
ィ
ラ
ン
・
ピ
ュ
ー（
18
歳
）
さ
んが

来
町
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
様
々
な
機
会
で
二
人
と
接
す
る
こ

洞

表彰を受ける団員表彰を受ける団員

出初式に先立ち行われた消防パレード出初式に先立ち行われた消防パレード

消
防
だ
よ
り

無
火
災
を
願
い
洞
爺
湖

消
防
出
初
式
を
実
施

住
宅
用
火
災
報
知
器
は

設
置
し
ま
し
た
か
？

消
防
水
利
周
辺
に
駐
車
を

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

洞爺湖消防署（　76-2119）・温泉分署（　73-1119）・洞爺分署（　87-2119）『火災・救急・救助 119 番』

平
成
22
年
1
月
1
日
～

　
　
　
　
　
10
月
31
日
現
在

平
成
22
年
1
月
1
日
～

　
　
　
　
　
12
月
31
日
現
在

●
火
災
件
数
　
３
件

●
救
急
件
数
　
525
件

統
一
標
語

「
消
し
た
か
な
」

　
　
　
あ
な
た
を
守
る

　
　
　
　
　
　
　
合
言
葉
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あ
ぶ
た
福
祉
会

あ
ぶ
た
福
祉
会

第
26
回

　
　
年
の
12
月
18
日
に
洞
爺
湖
万
世

　
　
閣
に
て
清
水
友
愛
の
里
ク
リ
ス

マ
ス
会
、
23
日
に
は
洞
爺
サ
ン
パ
レ

ス
に
て
地
域
生
活
者
の
ク
リ
ス
マ
ス

会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
は
雪
が
少
な
く
、
雪
が
降
っ
て

も
す
ぐ
融
け
て
し
ま
う
状
況
で
し
た

が
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
近
づ
く
と
大

雪
が
降
り
、
両
日
と
も
に
真
っ
白
な

雪
景
色
に
な
り
ま
し
た
。

　
陽
が
落
ち
た
暗
い
中
、
バ
ス
で
会

場
ま
で
移
動
し
ま
し
た
が
、
窓
の
外

の
真
っ
白
な
雪
に
、
ま
ず
は
心
が
躍

り
、
会
場
の
レ
ス
ト
ラ
ン
も
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
な
ど
で
綺
麗
に
装
飾
さ

れ
、
会
が
始
る
前
か
ら
気
分
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
更
に
、
目
の
前
に
並
ん
で
い
る
料

理
は
ど
れ
も
美
味
し
そ
う
で
、
今
年

は
ハ
ー
フ
バ
イ
キ
ン
グ
も
あ
り
、
カ

ウ
ン
タ
ー
の
近
く
か
ら
も
美
味
し
そ

う
な
匂
い
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。
次

々
に
運
ば
れ
て
く
る
料
理
は
、
種
類

も
量
も
と
て
も
多
く
、
思
う
存
分
食

べ
、
皆
、
そ
の
美
味
し
さ
に
舌
鼓
を

打
ち
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
の
楽
し
み
は
余
興
で
す
。

友
愛
の
里
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
余
興

は
、
こ
こ
数
年
、
職
員
に
よ
る
余
興

を
中
心
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

は
利
用
者
に
よ
る
余
興
を
設
け
、
４

名
の
女
性
利
用
者
が
ピ
ラ
メ
キ
ー
ノ

ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
、
地
域
生

活
者
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
、
毎
年
利

用
者
に
よ
る
余
興
を
設
け
て
お
り
、

毎
年
大
変
盛
り
上
が
る
の
で
す
が
、

今
年
は
衣
装
・
化
粧
も
バ
ッ
チ
リ
決

め
て
、
モ
ー
ニ
ン
グ
娘
の
歌
を
歌
い

な
が
ら
踊
り
ま
し
た
。
プ
ロ
並
み
の

踊
り
で
、
会
場
全
体
が
非
常
に
盛
り

上
が
り
、
最
後
に
は
ト
ヤ
ト
ヤ
太
鼓

の
演
奏
に
大
勢
の
利
用
者
が
前
に
出

て
踊
り
、
楽
し
い
夜
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
テ
ー
ブ
ル
ご

と
に
カ
ッ
ト
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に

入
っ
て
い
る
ピ
ン
ポ
ン
玉
を
移
す
ゲ

ー
ム
は
、
全
員
が
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
好
評
で
し
た
。

　
最
後
に
は
、
両
ク
リ
ス
マ
ス
会
と

も
に
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
や
ト
ナ
カ

イ
に
扮
し
た
職
員
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
配
ら
れ
ま
し
た
。
毎
年
、
利
用
者

が
そ
れ
ぞ
れ
品
物
を
購
入
し
、
交
換

を
す
る
方
法
を
取
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
今
年
は
家
族
の
会
よ
り
プ
レ
ゼ

ン
ト
代
を
出
し
て
も
ら
う
事
が
で
き
、

一
人
ひ
と
り
が
欲
し
い
物
を
担
当
職

員
が
購
入
し
た
た
め
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

の
包
み
を
開
け
た
と
同
時
に
皆
さ
ん

と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
帰
り
の
バ
ス
の
中
で
も
、
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
お
互
い
に
見
せ
合
う
な
ど
、

興
奮
が
冷
め
や
ら
な
い
よ
う
で
、
今

年
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
も
楽
し
く
過
ご

す
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
12
月
に
、
町
内
在
住
の
柳
沼

勝
司
様
よ
り
、
瓢
箪
の
飾
り
を
た
く

さ
ん
頂
き
ま
し
た
。
瓢
箪
ひ
と
つ
ひ

と
つ
に
、
「
お
か
げ
さ
ま
」
「
あ
り

が
と
う
」
と
い
っ
た
暖
か
な
言
葉
が

記
さ
れ
て
お
り
、
色
々
な
人
に
お
世

話
に
な
り
な
が
ら
、
長
い
人
生
を
生

き
て
き
た
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、

こ
の
言
葉
を
認
め
た
そ
う
で
す
。

　
柳
沼
さ
ん
は
30
年
ほ
ど
瓢
箪
作
り

を
し
て
お
り
、
去
年
、
残
っ
た
種
を

蒔
い
た
と
こ
ろ
、
暑
か
っ
た
夏
が
瓢

箪
に
は
良
か
っ
た
よ
う
で
、
２
本
の

木
か
ら
1
0
0
個
以
上
の
瓢
箪
が
な

っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
飾
り
を
作

り
ま
し
た
。
瓢
箪
に
穴
を
開
け
、
30

分
ほ
ど
煮
て
、
中
の
種
を
取
る
の
で

す
が
、
小
さ
な
穴
か
ら
は
な
か
な
か

種
が
出
て
来
ず
、
と
て
も
時
間
が
か

か
る
そ
う
で
す
。
柳
沼
さ
ん
は
、
時

間
が
た
っ
ぷ
り
あ
る
人
間
に
し
か
作

れ
な
い
ほ
ど
手
間
ひ
ま
が
掛
か
る
と

笑
っ
て
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
瓢
箪
の
飾
り
は
、
ク
リ
ス
マ

ス
イ
ブ
の
日
の
夕
食
時
に
、
利
用
者

に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
手
渡
し
を
し
ま
し

た
。
瓢
箪
な
ど
知
ら
な
い
利
用
者
が

多
く
、
珍
し
い
物
に
驚
き
の
表
情
を

見
せ
る
方
も
い
ま
し
た
。

　
夕
食
後
は
、
瓢
箪
を
電
気
の
紐
に

結
ぶ
人
、
ベ
ッ
ト
の
棚
や
食
器
棚
に

飾
る
人
と
様
々
で
し
た
が
、
珍
し
い

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な
っ
た

よ
う
で
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨 　
　
爺
湖
町
で
は
、
毎
年
英
国
青
年

　
　
を
受
入
れ
、
英
会
話
教
室
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、

地
元
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

　
９
月
か
ら
新
し
い
英
国
青
年
フ
レ

デ
ィ
ー
・
セ
ム
プ
ル（
19
歳
）さ
ん
と

デ
ィ
ラ
ン
・
ピ
ュ
ー（
18
歳
）
さ
んが

来
町
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
様
々
な
機
会
で
二
人
と
接
す
る
こ

洞ク
リ
ス
マ
ス
会

モーニング娘の扮装で盛り上った地域生活者のクリスマス会モーニング娘の扮装で盛り上った地域生活者のクリスマス会

―
今
年
は
ホ
ワ
イ
ト

　
ク
リ
ス
マ
ス
に
な
り
ま
し
た
ー

瓢
箪
に
感
謝
を
認
め
て

ひ
ょ
う
た
ん

し
た
た

楽しそうにピラメキーノダンスを
披露した友愛の里クリスマス会　
楽しそうにピラメキーノダンスを
披露した友愛の里クリスマス会　

贈呈された瓢箪贈呈された瓢箪

うれしそうに瓢箪を受け取る利用者うれしそうに瓢箪を受け取る利用者
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爺
湖
町
で
は
、
毎
年
英
国
青
年

　
　
を
受
入
れ
、
英
会
話
教
室
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、

地
元
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

　
９
月
か
ら
新
し
い
英
国
青
年
フ
レ

デ
ィ
ー
・
セ
ム
プ
ル（
19
歳
）さ
ん
と

デ
ィ
ラ
ン
・
ピ
ュ
ー（
18
歳
）
さ
んが

来
町
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
様
々
な
機
会
で
二
人
と
接
す
る
こ

〈
一
　
般
〉▽
こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る

？
症
状
か
ら
わ
か
る
、
あ
な
た
の
病

気
と
治
療
法
（
松
井
宏
天
）
▽
地
の

果
て
か
ら〈
上
・
下
〉（
乃
南
ア
サ
）

〈
児
童
書
〉▽
愛
蔵
版
エ
ル
マ
ー
の
冒

険
セ
ッ
ト
（
全
３
巻
）（
ル
ー
ス
・
ス

タ
イ
ル
ス
メ
ガ
ネ
ッ
ト
／
訳
渡
辺
茂

男
）
▽
い
の
ち
の
し
ず
く
（
川
嶋
康

男
）
▽
ノ
ン
タ
ン
遊
ぼ
う
よ
シ
リ
ー

ズ〈
全
20
巻
〉（
キ
ヨ
ノ
サ
チ
コ
）

〈
一
　
般
〉
▽
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
双

子

〈
上
・
下
〉（
大
崎
善
生
）
▽
東
慶
寺

花
だ
よ
り
（
井
上
ひ
さ
し
）
▽
ね
む

り
（
村
上
春
樹
）
▽
野
宿
入
門
（
か

と
う
ち
あ
き
）
▽
九
州
少
年
（
甲
斐

よ
し
ひ
ろ
）
▽
ど
ん
ぐ
り
姉
妹
（
よ

し
も
と
ば
な
な
）
▽
夢
を
持
ち
続
け

よ
う
（
根
岸
英
）
▽
悪
の
経
典
〈
上

・
下
〉（
貴
志
祐
介
）
▽
錨
を
上
げ
よ

〈
上
・
下
〉（
百
田
尚
樹
）▽
地
の
は
て

か
ら
（
乃
南
ア
サ
）
▽
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｒ

Ｏ
Ｕ
（
齋
藤
智
裕
）
▽
密
姫
村
（
乾

ル
カ
）
▽
歌
う
ク
ジ
ラ
（
村
上
龍
）

洞

　
　
を
使
う
場
面
に
便
利
な
使
い
捨

　
　
て
ラ
イ
タ
ー
。
経
済
産
業
省
や

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
は
、「
使

い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
か
ら
突
然
火
が
出

た
」「
爆
発
・
破
裂
や
大
き
な
炎
が
出

て
怪
我
を
し
た
」「
子
ど
も
が
触
っ
て

い
て
火
傷
を
し
た
」
な
ど
、
危
害
・

危
険
情
報
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

関
係
機
関
で
は
注
意
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　
製
品
安
全
協
会
の
Ｓ
Ｇ
基
準
で
は
、

外
観
や
構
造
、
炎
の
高
さ
な
ど
の
安

全
性
に
関
す
る
品
質
や
「
子
ど
も
の

手
に
触
れ
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
」
な
ど
の
表
示
に
つ
い
て
定
め
ら

れ
、
こ
の
基
準
に
適
合
し
た
商
品
に

は
Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
が
表
示
で
き
、
Ｓ
Ｇ

マ
ー
ク
の
付
い
た
商
品
の
欠
陥
に
よ

っ
て
人
身
事
故
が
起
き
た
場
合
、
保

証
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
場
に
は
、
様
々
な
使
い
捨
て
ラ

イ
タ
ー
が
出
回
っ
て
い
ま
す
が
、
購

入
の
際
は
表
示
な
ど
を
十
分
確
認
し

た
う
え
で
、
よ
り
安
全
性
の
高
い
商

品
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

○
ラ
イ
タ
ー
は
正
し
く
捨
て
ま
し
ょ

　
う

　
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
ら
れ
た
使
い
捨

て
ラ
イ
タ
ー
が
原
因
で
、
一
緒
に
捨

て
ら
れ
た
ゴ
ミ
に
引
火
し
火
災
と
な

る
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
捨
て
る
場

合
は
ガ
ス
を
抜
き
を
行
い
、
町
の
ル

ー
ル
に
従
っ
て
正
し
く
廃
棄
し
ま
し

ょ
う
。

①
周
囲
に
火
の
気
が
な
い
こ
と
を
確

　
認
す
る
。

②
操
作
レ
バ
ー
を
押
し
下
げ
る
。

③
輪
ゴ
ム
や
粘
着
力
の
強
い
テ
ー
プ

　
で
、
押
し
下
げ
た
ま
ま
の
レ
バ
ー

　
を
固
定
す
る
。

④「
シ
ュ
ー
」と
い
う
音
が
聞
こ
え
れ

　
ば
、
ガ
ス
が
噴
出
し
て
い
る
（
聞

　
こ
え
な
い
場
合
は
炎
調
節
レ
バ
ー

　
を
プ
ラ
ス
方
向
い
っ
ぱ
い
に
動
か

　
す
）。

⑤
こ
の
状
態
の
ま
ま
、
付
近
に
火
の

　
気
の
な
い
、
風
通
し
の
よ
い
屋
外

　
に
半
日
か
ら
１
日
置
く
。

⑥
念
の
た
め
に
着
火
操
作
を
し
て
、

　
火
が
付
か
な
け
れ
ば
ガ
ス
抜
き
は

　
完
了
で
す
。

火

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

新
刊
案
内

◆
消
費
者
だ
よ
り
◆

今月の1冊

　上段、下段と分かれたちょっと珍し

い面白い絵本です。

　子ギツネのコン君が１冊の本を拾っ

てお父さんギツネの所へ持っていって

読んでとせがみます。

　上段は、森谷宇一訳のイソップ物語。

下段では、お父さんギツネが絵を見て

適当に作ったお話。親子で楽しんで見

て下さい。昭和62年（1987）初版

の本です。

「安野光雅画」岩

波書店「きつねが

ひろったイソップ

ものがたり1、2」

読
書
の
家
か
ら

読
書
の
家
か
ら

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
に

よ
る
事
故
に
注
意

●
開
館
時
間

午
前
10
時
よ
り
午
後
４
時
20
分
ま
で

●
２
月
の
休
館
日

10
日
・
11
日
・
17
日
・
24
日
・
３
月

３
日

（
毎
週
木
曜
日
・
祝
祭
日
休
館
）

あ
ぶ
た
読
書
の
家
　
　
76
‐
2
1
0
0

み
ず
う
み
読
書
の
家
　
75
‐
４
７
０２

▽
テ
コ
ち
ゃ

ん
の
時
間

（
久
世
朋
子
）

▽
飛
水
（
高

樹
の
ぶ
子
）

▽
日
本
語
　

語
感
の
辞
典

（
中
村
明
）

▽
こ
ど
も
文
様
図
鑑
（
下
中
菜
保
）
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成
23
年
度
「
地
域
づ
く
り
総
務

　
　
大
臣
表
彰
」
に
洞
爺
国
際
交
流

協
会
（
五
十
嵐
優
子
会
長
）
が
受
賞

し
、
12
月
24
日
五
十
嵐
会
長
が
、
真

屋
町
長
を
訪
問
し
て
、
受
賞
の
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

　
同
協
会
は
、
1
9
9
1
年
発
足
以

来
、
英
国
青
年
の
受
け
入
れ
事
業
を

支
援
し
、
英
会
話
教
室
や
地
域
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
、
草
の
根
の
国
際
交
流

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
五
十
嵐
会
長
は
「
20
年
に
お
よ
ぶ

英
国
青
年
と
地
域
住
民
と
の
交
流
が

高
く
評
価
さ
れ
た
。
こ
れ
も
歴
代
の

会
員
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
」
と
受
賞

の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　
25
日
の
同
会
主
催
の
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
で
は
、
受
賞
の
報
告
が
な

さ
れ
、
会
員
か
ら
は
、
歓
喜
の
声
が

広
が
り
ま
し
た
。

平

　
　
成
23
年
度
「
地
域
づ
く
り
総
務

　
　
大
臣
表
彰
」
に
洞
爺
国
際
交
流

協
会
（
五
十
嵐
優
子
会
長
）
が
受
賞

し
、
12
月
24
日
五
十
嵐
会
長
が
、
真

屋
町
長
を
訪
問
し
て
、
受
賞
の
報
告

平

で
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
発
展
さ
せ

て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
、
参

加
者
一
人
ひ
と
り
が
、
30
年
の
歴
史

に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
ま
し
た
。

の
交
流
の
和
を
ひ
ろ
げ
よ
う
と
文
化

講
演
会
・
加
盟
団
体
交
流
会
が
、
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ト
ー
ヤ
で
開
か
れ
、

約
1
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、
町
村
合
併
に
伴
い

両
町
村
の
文
化
団
体
が
統
一
し
て
発

足
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
教
育
委
員
会
の
角
田
隆

志
学
芸
員
の「
縄
文
文
化
に
つ
い
て
」

と
火
山
マ
イ
ス
タ
ー
の
夏
目
與
市
氏

の
「
洞
爺
湖
有
珠
山
ジ
オ
パ
ー
ク
」

の
講
演
を
行
い
、
郷
土
の
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
交
流
会
が
開
か
れ
、
各

団
体
同
士
の
親
睦
を
一
層
図
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
立
30
周
年
を
迎
え
た
洞
爺
湖
町

　
　
食
生
活
改
善
協
議
会
（
三
浦
敦

子
会
長
）
が
、
1
月
23
日
山
水
ホ
テ

ル
で
、「
創
立
30
周
年
を
祝
う
会
」
を

開
き
、
約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
親
子
料
理
教
室
の
開
催

な
ど
通
し
て
、
町
民
の
健
康
づ
く
り

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
新
年
会
を
兼
ね
た
同
会
で
は
、
三

浦
会
長
が
「
す
ば
ら
し
い
記
念
誌
が

で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
若
い
人
の
力

創　
　
月
23
日
、
洞
爺
湖
町
文
化
団
体

　
　
協
議
会
（
越
前
谷
邦
夫
会
長
）

の
創
立
5
周
年
を
記
念
し
、
両
地
区

１

広　告

上下水道課からのお知らせ
　やかんなどに付くスケール（白い汚れ）について『ど

うにかならないか』との問い合わせが上下水道課に寄

せられています。これは水道水の中に含まれているカ

ルシウム、マグネシウムなどが、水が沸騰することに

より出てくるものです。

　これを取り除く方法ですが、やかんに水と酢又は重

曹、炭酸ソーダを入れ、熱してください。入れる量は

0.05～0.1％溶液になるぐらいが良いようです。（酢

の酸度が8％の場合、 酢の80～160倍の水で薄める）

　かなり付いていて、１度では落ちないものについて

は、何回か溶液を入れ替え繰り返してください。

　水道水の水質基準については、

生涯にわたって飲み続けても人体

に影響のない水準に安全率を加味

して決めています。

　水質の詳細につきましては町の

ホームページに載せてありますの

でそちらをご覧ください。

　　　上下水道課　74‐3008

永年の国際交流支援
活動に光

総務大臣表彰受賞

結
成
30
周
年
を

　
　
　
祝
う
会
開
催

食
生
活
改
善
協
議
会

創
立
5
周
年

　
文
化
講
演
会
開
催

洞
爺
湖
町
文
化
団
体
協
議
会

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

うどんの生地を広げる参加者

５周年記念の講演会に聞き入る会員ら５周年記念の講演会に聞き入る会員ら

結成30周年を迎えた食生活改善協議会結成30周年を迎えた食生活改善協議会

受賞を喜ぶ会員と英国青年ら受賞を喜ぶ会員と英国青年ら



　
　
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
、

　
　
国
内
外
の
注
目
を
集
め
る
洞
爺

湖
有
珠
山
ジ
オ
パ
ー
ク
。

　
平
成
20
年
胆
振
支
庁
（
現
胆
振
総

合
振
興
局
）
の
呼
び
か
け
で
始
ま
っ

た
火
山
マ
イ
ス
タ
ー
の
町
内
第
1
号

と
し
て
、
こ
の
地
域
の
ガ
イ
ド
を
引

き
受
け
て
い
ま
す
。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●●●●●●●
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は
、
防
災
の
一
環
と
し
て
北
海

　
　
道
コ
カ
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株

式
会
社
と
「
災
害
対
応
型
自
動
販
売

機
に
よ
る
協
働
事
業
に
関
す
る
協
定」

を
締
結
し
、
9
月
27
日
役
場
で
手
交

式
が
行
わ
れ
、
町
内
5
カ
所
に
設
置

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
設
置
場
所
は
、
役
場
庁
舎
内
、サ
ミ

ッ
ト
記
念
館
、
水
の
駅
、道
の
駅
と
う

や
湖
、
ウ
ロ
コ
あ
ぶ
た
店
の
5
カ
所
。

町

世

協定を交わす真屋町長と苫小牧事業所長及川秀治さん

東 奔 西 走東 奔 西 走
　連日多くの人で賑わった秋の味覚祭り。温泉誕生

100年の記念イベントもこれで終了です。�アニメ、

食といろんなカードで、この誕生100年を祝ってきま

した。�せっかくのこの盛り上がりを来年からの賑わ

いにつなげていきたいものです。　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｈ．Ｏ）

地域担当職員だより地域担当職員だより地域担当職員だより
活動内容

１年間の地域担当職員の活動

　これからのまちづくりを進める上で、広く地域の皆さ

んからのご意見をいただき、よりいっそう地域と行政が

密接な関係になれるよう取り組んでいきたいと考えてい

ます。積極的に地域担当職員制度を活用ください。

①行政情報の提供と住民議論

②地域活動への参加（各種行事・懇談会・親睦会への参

　加など）

③地域担当職員制度の活用ＰＲ

④職員による自主活動の推進

⑤その他

●支援の内容
　簡易なチューナー（１台）の無償給付
●支援対象
　まだ地上デジタル放送に対応できていない世帯で
「世帯全員が市町村民税非課税の措置を受けている世
帯」が対象です。なお、支援を受けるにはＮＨＫとの
放送受信契約が必要です。
●申込み方法
　申込書（洞爺湖町役場健康福祉課・温泉支所・洞爺
総合支所の各窓口及びＮＨＫ放送局に設置）のほかに
下記の書類が必要です。
　・世帯全員が記載された住民票
　・世帯全員分の市町村民税非課税証明書
　※市町村民税非課税証明書は、平成３年４月２日以
　　降に生まれた方の分は不要です。
　※必要書類の手数料は個人負担となります。
●申込み先
　総務省地デジチューナー支援実施センター
（〒359-8780　埼玉県所沢市並木１丁目４）
●申込み期限　 平成23年７月24日（消印有効）
●問 合 せ
　・支援に関して：総務省地デジチューナー支援実施
　　センター 0570‐033840
　・ＮＨＫとの放送受信契約に関して：ＮＨＫふれあ
　　いセンター　0570－077077

　総務省では、経済的な
理由などで地上アナログ
放送から地上デジタル放
送に移行することに対応
できていない世帯に対し、
支援が拡大されました。

　平成22年11月から地域担当職員の試行的活動の取組

みがスタートしましたが、１年間の活動がまとまりまし

たのでお知らせします。

　各地域からの要望・要請に基づく活動をはじめ、行政

からの自主的な情報提供によるものもあり、地域と行政

のパイプ役として徐々に機能が浸透してきました。

　今後とも地域の活動を支援していきますので、地域担

当職員をご活用ください。

�地域要望　16件

・内容　道路整備、街路灯・防犯灯の修繕、交通安全施

　設の設置、空き地の草刈、町営巡回バス停留場位置変

　更、ゴミ対策、集会所改修、防犯対策など

�地域要請　53回

・内容　新年会、花見、自治会総会・役員会、親睦旅行

　会、パークゴルフ大会、お祭り手伝い、自治会老人ク

　ラブ会議、行方不明者捜索、地域懇談会など

�行政情報　３回

・内容　地域担当職員制度

　担当　住民課住民・戸籍年金グループ�74－3002

　平成22年11月から地域担当職員の試行的活動の取組

みがスタートしましたが、１年間の活動がまとまりまし

たのでお知らせします。

　各地域からの要望・要請に基づく活動をはじめ、行政

からの自主的な情報提供によるものもあり、地域と行政

のパイプ役として徐々に機能が浸透してきました。

　今後とも地域の活動を支援していきますので、地域担

当職員をご活用ください。

�地域要望　16件

・内容　道路整備、街路灯・防犯灯の修繕、交通安全施

　設の設置、空き地の草刈、町営巡回バス停留場位置変

　更、ゴミ対策、集会所改修、防犯対策など

�地域要請　53回

・内容　新年会、花見、自治会総会・役員会、親睦旅行

　会、パークゴルフ大会、お祭り手伝い、自治会老人ク

　ラブ会議、行方不明者捜索、地域懇談会など

�行政情報　３回

・内容　地域担当職員制度

　担当　住民課住民・戸籍年金グループ　74－3002

夏 目 與 市さん（72）
かっこう台区

有珠山ガイドを続ける
火山マイスター
有珠山ガイドを続ける
火山マイスター

門 馬 利 美さん（79）
青葉２区

羊蹄山登頂300回
を達成した
羊蹄山登頂300回
を達成した

　
修
学
旅
行
生
や
団
体
客
な
ど
年
間

80
回
ほ
ど
案
内
し
、
自
然
災
害
の
恐

ろ
し
さ
と
同
時
に
そ
の
恵
み
に
つ
い

て
語
り
、
地
域
の
魅
力
を
伝
え
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
の
背
景
に
は
、

２
回
の
噴
火
の
経
験
が
あ
り
ま
し
た
。

　
1
9
7
7
年
の
噴
火
で
は
、
道
教

委
の
社
会
教
育
主
事
と
し
て
旧
虻
田

町
の
教
育
委
員
会
に
勤
務
。
炊
出
し

な
ど
を
手
伝
い
ま
し
た
。
2
0
0
0

年
で
は
、
自
治
会
長
と
し
て
、
地
域

住
民
の
安
全
確
保
の
た
め
奔
走
し
、

自
身
も
大
岸
、
礼
文
華
、
長
万
部
と

避
難
所
を
転
々
と
す
る
厳
し
い
体
験

を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
友
人
に
誘
わ
れ
て
、
有
珠
山
ガ
イ

ド
の
会
に
入
っ
て
8
年
。「
案
内
し
た

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
心
の
こ
も
っ
た

礼
状
が
う
れ
し
い
」
と
元
教
員
の
顔

を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。

　
噴
火
か
ら
10
年
を
経
過
し
、
次
の

噴
火
へ
の
準
備
の
時
期
を
迎
え
る
中

で
、「
当
時
の
噴
火
を
体
験
し
た
教
員

が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
」
現

状
を
心
配
し
ま
す
。

　
「
先
生
に
は
、
も
っ
と

勉
強
し
て
、
子
ど
も
達
に

防
災
に
つ
い
て
伝
え
て
い

っ
て
ほ
し
い
」
と
熱
く
語

り
ま
し
た
。

地上デジ放送用の受信チューナー
無償給付支援が拡大
地上デジ放送用の受信チューナー
無償給付支援が拡大
地上デジ放送用の受信チューナー
無償給付支援が拡大



18

平
成
23
年
度
洞
爺
湖
町

育
英
基
金
育
英
生
募
集

■運転免許更新時講習日程（於：だて歴史の杜カルチャーセンター)

３月 15日（火）18：30～2日（水）18：30/11日（金）13:30～ ２日（水）19：30～ ７日（月）14：30～

優良（30分） 一般（60分） 違反（120分） 初回（120分）

心
か
ら
お
く
や
み

　
申
し
あ
げ
ま
す

心
か
ら
お
く
や
み

　
　
　
申
し
あ
げ
ま
す

　
最
愛
の
ご
家
族
を
亡
く
さ
れ
、

ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
遺
族
の
上
に
も
限
り
な
い
ご
加
護
と
、
故
人
の
み
た
ま
が

安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

通
（
昼
間
の
み
）
見
込
み

　
天
候
な
ど
の
状
況
に
よ
り
開
通
時

期
が
変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
22
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
の
受
付
が
、
２
月
16
日（
水
）か
ら

始
り
ま
す
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
付
は
３

月
15
日（
火
）、
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
（
個
人
事
業
者
）
の
確
定
申
告

の
受
付
は
３
月
31
日（
木
）ま
で
で
す
。

　
確
定
申
告
書
は
、
「
前
年
の
申
告

書
控
え
」
や「
確
定
申
告
の
手
引
き
」

な
ど
を
参
考
に
ご
自
分
で
作
成
し
、

お
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
簡
単
に
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
　

　
作
成
し
た
申
告
書
は
そ
の
ま
ま
e

-

T
a
x
で
送
信
で
き
る
ほ
か
、
印
刷

し
て
郵
送
な
ど
に
よ
り
提
出
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
税
務
署
の
申
告
会
場
に
お
越
し
の

際
に
は
、「
前
年
の
申
告
書
控
え
」、

故加藤隼人さん
■12月１日死去
■69歳■遺族は
勝子さん■虻７区

故込山　昭さん
■12月５日死去
■68歳■遺族は
亀井真喜子さん■入３区

故木下俊雄さん
■12月18日死去
■90歳■遺族は
巧さん■洞第５

故黒木駒雄さん
■12月６日死去
■85歳■遺族は
昭子さん■清水区

故阿部京子さん
■12月12日死去
■69歳■遺族は
武志さん■虻８区

故清水タマさん
■12月12日死去
■68歳■遺族は
まゆみさん■入３区

故斉藤三郎さん
■12月27日死去
■92歳■遺族は
ヒデ子さん■虻５区

故木村正樹さん
■12月15日死去
■71歳■遺族は
正広さん■入４区

道
道
の
通
行
止
め
区
間
の

開
通
見
込
み
に
つ
い
て

寄
　
　
付

寄
　
　
付

お
詫
び
と
訂
正

　
洞
爺
湖
町
育
英
基
金
育
英
生
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
貸
付
対
象
　

　
親
権
者
な
ど
が
洞
爺
湖
町
内
に
住

所
を
有
し
、
成
績
優
秀
で
経
済
的
理

由
に
よ
り
修
学
困
難
な
学
生

▼
貸
付
金
額
　

　
高
校
生（
定
時
制
含
む
）月
額
1
0
、

0
0
0
円
以
内
／
高
専
生
、
専
門
学

校
生
、
短
大
生
　
月
額
1
3
、
0
0

0
円
以
内
／
大
学
生
（
大
学
院
生
を

除
く
）
月
額
1
8
、
0
0
0
円
以
内

▼
貸
付
期
間
　

　
正
規
通
常
就
学
期
間
以
内

▼
貸
付
条
件

①
貸
付
け
は
原
則
無
利
子

②
親
権
者
な
ど
の
世
帯
収
入
が
基
準

　
以
下
で
あ
る
こ
と

③
貸
付
け
終
了
後
6
か
月
経
過
後
か

　
ら
就
学
期
間
の
2
倍
以
内
の
期
間

　
で
返
還

④
申
込
は
3
月
31
日
ま
で
教
育
委
員

　
会
必
着

▼
必
要
書
類
　

　
育
英
生
願
書
、
学
校
長
推
薦
調
書
、

成
績
証
明
書
、
収
入
を
証
明
す
る
書

類
、
合
格
通
知
又
は
在
学
証
明
な
ど

　
詳
し
く
は
、
洞
爺
湖
町
教
育
委
員

会
管
理
課
（
　
74-

3
0
0
9
）
へ

　
昨
年
の
豪
雨
等
被
害
に
よ
り
、
通

行
止
め
に
な
っ
て
い
る
道
道
2
路
線

（
道
道
岩
内
洞
爺
線
、
道
道
洞
爺
虻

田
線
）
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
室
蘭

建
設
管
理
部（
旧
室
蘭
土
木
現
業
所
）

洞
爺
出
張
所
に
お
い
て
災
害
の
復
旧

工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
災
害
復
旧
工
事
の
完
了
、
ま

た
は
、
一
部
通
行
可
能
と
な
っ
た
時

期
に
開
通
（
洞
爺
虻
田
線
は
暫
定
開

通
）
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
時
期

に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
不

便
を
お
か
け
致
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、

ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

●
道
道
岩
内
洞
爺
線
（
通
称
武
四
郎

　
坂
）
：
平
成
23
年
3
月
末
日 

全

　
面
開
通
見
込
み

●
道
道
洞
爺
虻
田
線
（
三
豊
地
区
）

　
：
平
成
23
年
4
月
末
日
暫
定 

開

�
74
‐
3
0
0
2

申
告
書
は
ご
自
分
で

作
成
し
お
早
め
に

h
ttp
://w

w
w
.n
ta.

g
o
.jp
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■運転免許更新時講習日程（於：だて歴史の杜カルチャーセンター)

２月 16日（水）/23日（水）16:30～ 16日（水）/23日（水）14:30～ 17日（木）18：30～ 15日（火）18：30～

優良（30分） 一般（60分） 違反（120分） 初回（120分）

寄
　
　
付

東 奔 西 走東 奔 西 走

今
月
の
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト

確
定
申
告
に
必
要
な
書
類
及
び
印
鑑

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
（
前
年
、
税

務
署
な
ど
の
会
場
で
パ
ソ
コ
ン
を
利

用
し
て
申
告
さ
れ
た
方
で
、
「
確
定

申
告
の
お
知
ら
せ
」
が
届
い
て
る
方

は
そ
の
お
知
ら
せ
も
持
参
し
て
く
だ

さ
い
）

　
ビ
ザ
な
し
交
流
事
業
や
「
自
由
訪

問
」
な
ど
の
事
業
に
使
用
す
る
船
舶

の
船
名
を
一
般
公
募
し
ま
す
。

　
応
募
期
間
は
、
３
月
10
日
ま
で
で
、

は
が
き
か
メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
い
応
募
方
法
は
、
独
立
行
政

法
人
北
方
領
土
問
題
対
策
協
会

（
　
0
3-

3
8
4
3-

3
6
3
0
）
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ア
ド
レ
ス:

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

●
町
へ
の
寄
付

▽
増
川
拓
さ
ん
（
室
蘭
市
）
は
5
万

円●
社
会
福
祉
協
議
会

〈
歳
末
助
け
合
い
〉

▽
連
合
洞
爺
湖
支
部
は
5
万
円

〈
寄
付
物
品
〉

▽
清
水
ク
ラ
ブ

▽
鈴
木
ミ
ツ
さ
ん
（
虻
1
区
）

▽
和
泉
清
志
さ
ん
（
洞
第
６
）

　新年が明けて１ヵ月がたちました。今年も正月気分

が抜けないまま２月号の作成に突入し、なんとか校了

しました。�町では、秋に1,000人規模のジオパーク

の大会が控えています。�個人的には食の方を控えた

いと思っています　　　　　　　　　　　（Ｈ・Ｏ）

災害時の要援護者避難
支援計画に伴うお知らせ

　現在町では、高齢者や障がい者など、災害時の避難で支

援が必要とする人を把握し支援体制を整備するため、災害

時における要援護者避難支援計画の策定を進めています。

　災害時の避難行動に支援を必要とし、家族などの支援が

受けられない方で、自分で避難することが困難な方を対象

に、今後災害時要援護者として登録をしていただき、地域

の方々の協力により避難支援や情報伝達などの体制を図る

というものです。

　町は、自治会や福祉関係者、そして消防などの関係機関

と連携し災害時はもとより平常時から地域の安

心・安全体制を強化しながら、防災に対する意

識の高揚を図っていきたいと考えています。

　なお、要援護者の登録申請など詳しい

情報については、計画が策定されしだい

お知らせしていきます。

　企画防災課　74－3004

■日　程　5月22日（日）
■会　場　洞爺湖畔遊歩道広場

■種　目　�マラソン 一般男子の部／一般女子の部

　　　　　�10km.　  一般男子の部／一般女子の部

　　　　　�５km.　  一般男子の部／一般女子の部

　　　　　　　　　　 中学生の部／中学男女

　　　　　�２km.　  小学生の部／小学1～3年生男女

　　　　　　　　　　 ・小学生４～６年生男

　　　　　　　　　　 女･親子ペアの部（子供は小学生）

　※参加料には保険料を含みます。

　※車椅子による出場の申込はできません。

　※参加料はいかなる場合でも返金はできません。

■申込締切　３月25日（金）まで

■日　程　5月22日（日）
■会　場　洞爺湖畔遊歩道広場

■種　目　�マラソン 一般男子の部／一般女子の部

　　　　　�10km.　  一般男子の部／一般女子の部

　　　　　�５km.　  一般男子の部／一般女子の部

　　　　　　　　　　 中学生の部／中学男女

　　　　　�２km.　  小学生の部／小学1～3年生男女

　　　　　　　　　　 ・小学生４～６年生男

　　　　　　　　　　 女･親子ペアの部（子供は小学生）

　※参加料には保険料を含みます。

　※車椅子による出場の申込はできません。

　※参加料はいかなる場合でも返金はできません。

■申込締切　３月25日（金）まで

■日　時  　　月　　  日（日）12時30分開演

■場　所　洞爺湖文化センター
■入場料　300円

■主　催　洞爺湖町文化団体協議会

　　　　　（担当：夏目　　76－1558）

洞爺湖マラソン2011参加者募集!!洞爺湖マラソン2011参加者募集!!

4,500円
※スプリットタイ
　ム計測料を含む

18歳以上
（高校生以
下除く）

小2,500円
親4,200円

小学生・親
子（子は小
学生）

4,000円

高校生
以上

4,000円
（中学生
2,500円）

中学生
以上

参
加
者
資
格

参
加
料

マラソン10キロ 5キロ 2キロ

■申込先
　洞爺湖マラソン実行
　委員会事務局
　�　0142-75-4400  
　FAX0142-75-4704  
　http://runnet.jp/

4,500円
※スプリットタイ
　ム計測料を含む

18歳以上
（高校生以
下除く）

小2,500円
親4,200円

小学生・親
子（子は小
学生）

4,000円

高校生
以上

4,000円
（中学生
2,500円）

中学生
以上

参
加
者
資
格

参
加
料

マラソン10キロ 5キロ 2キロ

JR洞爺駅で12月23･24･25日の３日間開かれた
クリスマス恒例のチャリティコンサート
JR洞爺駅で12月23･24･25日の３日間開かれた
クリスマス恒例のチャリティコンサート

北
方
４
島
交
流
等
事
業

使
用
船
舶
の
船
名
公
募

sh
ip
@
tk
.h
op
p
ou
.g
o.jp

第26回ふれあう心の文化広場

３13

広　　　告



・介護予防講演会
（さ）14：00～（会場
　役場防災ホール）

・健康づくり講演会
（さ）13:30～　　　
　　　

・洞爺湖町女性学級
（教）13:00～

・飛び出す立体地図
　づくり（ビ）9:30～

・歩くスキーのつど
　い（教）９:00～

発
行
日

平
成
23
年
２
月
10
日

印
刷
／
ト
ー
ヤ
印
刷

通
巻
／
第
59
号

広
報
と
う
や
湖

■発行･編集:洞爺湖町企画防災課企画防災･広報統計グループ  〒049-5692 洞爺湖町栄町58番地
　0142－74－3004 FAX 0142－74－2121

■ホームページアドレス／http://www.town.toyako.hokkaido.jp/

人口と世帯の動き（平成22年12月31日現在）　男…4,787人（△7）　女…5,438人（△11）　計10,225人（△18）　世帯…5,154世帯（△7）

こ

ん
にち
は赤ちゃ

ん

ご家族の深い愛情につつまれて誕生した

プリンスとプリンセスのご紹介です。

ご家族は「早く大きくなーれ」と

成長を楽しみにしていることでしょう。

いろいろな可能性を秘めて、

洞爺湖町に誕生した赤ちゃん、

その純粋な瞳は何を見つめているのでしょうか？

（たけひろ）

哲郎さん・美希さん
11月24日生　洞第６

能登あいりちゃん小針　丈宙くん

竜也さん・めぐみさん
11月16日生　入４区

菊池　玲衣ちゃん
（れい）

柴口　楓香ちゃん
（ふうか）

一樹さん・恵里さん
11月７日生　青１区

小林　優月ちゃん
（ゆづき）

雅哉さん・理知子さん
11月３日生　入４区

友希さん・りえさん
11月24日生　泉　区

成島　　杏ちゃん
（あん）

小針　彩愛ちゃん
（あいら）

慎平さん・直美さん
11月10日生　入４区

秀人さん・香さん
11月30日生　入４区

2月のイベントカレンダー2月のイベントカレンダー（2月10日～3月9日）
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

1110 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 3/1 2 3 4 5 6

7 8 9

・うまいものコンサ
　ート（合）13:30～
・雪とあそぼう（財）
　13：00～

・洞爺冬祭り（水）　
　10:00～

・洞爺地区健康相談
（総）10:00～　　　
・親子ふれあい遊び
（さ）10:00～

・洞爺地区健康相談
（総）10:00～　　　
・保育所開放（本）　
　10:00～

・乳児健診（さ）
　受付13:00～

・洞爺地区健康相談
（総）10:00～            
・保育所開放（桜）　
　10:00～

・１歳６カ月児・３
　歳児健診（さ）受付
　12:45～

・保育所開放（本）　
　10:00～　　　　
　　　　　

・さ＝健康福祉センターさわやか　76-4006／・総＝洞爺総合センター　82-5111/・教＝教育委員会　74‐3010
／・本＝本町保育所　76-2673／・桜＝桜ヶ丘保育所　75-2088／・ビ＝ビジターセンター　75‐2555／・財＝財
田自然体験ハウス　82-5999／・合＝あぶたふれ合いセンター　76‐2046／・水＝とうや水の駅　87-2200

こ

ん
にち
は赤ちゃ

ん

ご家族の深い愛
情につつまれて
誕生したプリン
スとプリンセス
のご紹介です。
ご家族は「早く大きくなーれ」
と成長を楽しみにしていること
でしょう。いろいろな可能性を
秘めて、洞爺湖町に誕生した赤
ちゃん、その純粋な瞳は何を見
つめているのでしょうか？




